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７
月
中
旬
か
ら
８
月
末
日
に
か
け
て
、

町
内
の
中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
中
心

に
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
を
実

施
し
ま
し
た
。
55
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が

保
育
園
や
幼
稚
園
、
福
祉
施
設
に
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
、

福
祉
に
つ
い
て
関
心
や
興
味
を
持
っ
て
活

動
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
徒
の
受
け
入
れ
を
ご
快
諾
い
た
だ
き

ま
し
た
、
各
施
設
の
職
員
及
び
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
へ
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

来
年
度
も
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。（
※
参
加
募
集
は
、
毎
年
町

内
の
各
中
学
校
・
高
等
学
校
を
通
じ
て
6

月
〜
7
月
頃
行
う
予
定
で
す
）。

　
10
月
１
日
か
ら
年
内
を
目
途
と
し
、
全

国
的
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
、
公
民
会
を
通
じ
て
、
各
家
庭
に
募
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
さ
つ
ま
町
内
の
各
職
域
や
、
学
校
に

も
お
声
か
け
し
、
募
金
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
募
金
い
た
だ
き
ま
し
た
浄
財
は
、
鹿
児

島
県
共
同
募
金
会
へ
一
旦
送
金
さ
れ
、
さ

つ
ま
町
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
、
地
域

福
祉
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現

在
、
左
記
の
災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
、
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
義
援
金
は
受
付
中
で
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
し
ま
す
。

・
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

・
中
東
人
道
危
機
救
援
金

・
東
日
本
大
震
災
義
援
金

・
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
大
雨
災
害
義
援
金

・
大
分
県
豪
雨
災
害
義
援
金

・
２
０
１
７
年
南
ア
ジ
ア
水
害
救
援
金

・
平
成
29
年
台
風
18
号
災
害
義
援
金

【
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
】

【
災
害
義
援
金
の
お
礼
と
お
願
い
】

【
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い
】
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支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
地
域
の
紹
介
で
す
。

あ
な
が
わ
公
民
会

　
佐
志
区
の
中
で
も
世
帯
数
が
一
番
多
く
、

水
田
に
囲
ま
れ
た
地
域
や
佐
志
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
な
ど
、
地
域
性
が
か
な
り
異
な
る
公

民
会
で
す
。
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
場
に
は
班

長
な
ど
役
員
で
若
い
世
代
も
参
加
さ
れ
、

見
守
り
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

豆
漬
公
民
会

　
コ
ン
ビ
ニ
・
病
院
・
小
学
校
も
近
い

と
い
う
立
地
条
件
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
が
盛
ん
で
あ
っ
た
り
、
こ
ろ
ば
ん

体
操
に
取
り
組
ん
だ
り
と
い
っ
た
、
健

康
づ
く
り
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
供
の
数
も
多
い
の
で
、
そ
れ
を

活
か
し
た
、
世
代
間
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
い
っ
た
話
が
出
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
支

え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
相
談
等
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
９
月
27
日
に
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
代
表
者
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
２
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
交
流
会
で
す
が
、
農
繁
期
や

運
動
会
シ
ー
ズ
ン
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
住
民
主
体
型
移
動
支
援
事
業

の
行
政
説
明
や
、
４
箇
所
の
サ
ロ
ン
の
活
動

紹
介
な
ど
を
行
い
、
昼
食
会
は
意
見
交
換
を

交
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
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【
心
配
ご
と
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
　
時

：

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
相
談
室

　
相
談
員

：

さ
つ
ま
く
ら
し
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

【
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
日
　
時

：

毎
月
　
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
　

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館
相
談
室

　
相
談
員

：

弁
護
士

　
電
　
話

：

（
代
）
52
〜
１
１
２
３

　
※
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
さ
つ
ま
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
９
月
７
日
（
木
）、
赤
十
字
奉
仕
団
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
人
道
・
博
愛
の

赤
十
字
の
精
神
の
も
と
、
さ
つ
ま
町
の
日

赤
奉
仕
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
一
二
三
会
」、「
つ
き
み
会
」、「
野
の
風
」

か
ら
22
名
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で

は
、
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
の
砂

原
加
津
代
氏
か
ら
、
赤
十
字
や
防
災
等
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
特
殊
ビ
ニ
ー
ル
を
使
っ

た
、
非
常
食
炊
き
出
し
の
実
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

【
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
】

編

集

後

記

　
稲
刈
り
も
佳
境
を
迎
え
、
す
っ
か

り
秋
ら
し
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
で
、
昼
夜
の
寒

暖
の
差
が
激
し
く
、
体
調
を
崩
し
が

ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
今
年
の
夏
は
、
草
の
伸
び

の
早
さ
に
驚
か
さ
れ
、
皆
さ
ん
も
草

払
い
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
広
報
誌
第
43
号
を
発
行
い
た
し
ま

し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
域
に
開
か
れ
た
社
会
福
祉
協
議

会
と
し
て
、
今
後
も
、
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い

た
だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
29
年
７
月
１
日
〜

　
　
平
成
29
年
９
月
30
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

松
原
二
三
子
（
故
　
松
原
　
充
郎
）
湯
田

湯
﨑
　
洋
一
（
故
　
湯
﨑
　
道
子
）
平
川

中
囿
　
悦
子
（
故
　
脇
之
薗
ツ
ル
）
虎
居

池
山
　
タ
ミ
（
故
　
池
山
　
五
月
）
永
野

大
窪
か
つ
代
（
故
　
大
窪
　
清
澄
）
求
名

下
別
府
真
一
（
故
　
下
別
府
チ
リ
）
滋
賀
県

永
徳
　
政
三
（
故
　
永
徳
サ
チ
子
）
二
渡

白
石
都
紀
子
（
故
　
白
石
　
康
紀
）
船
木

山
賀
　
依
子
（
故
　
河
野
　
蓉
子
）
白
男
川

堀
之
内
伊
津
（
故
　
堀
之
内
智
彦
）
虎
居

湯
田
　
俊
彦
（
故
　
湯
田
　
エ
ミ
）
紫
尾

久
保

郁
代
（
故
　
中
囿
　
ト
キ
）
佐
志

中
西
　
　
貢
（
故
　
中
西
マ
ツ
エ
）
紫
尾

栗
野
　
廣
信
（
故
　
栗
野
ト
シ
子
）
神
子

松
木
囿
百
合
子
（
故
　
松
木
囿
德
満
）
時
吉

的
場
　
利
弘
（
故
　
的
場
フ
ヂ
子
）
二
渡

大
迫
キ
ヌ
子
（
故
　
大
迫
　
弘
盛
）
紫
尾

谷
口
　
兼
志
（
故
　
谷
口
　
久
子
）
虎
居

堂
脇
　
正
彦
（
故
　
堂
脇
　
正
人
）
中
津
川

有
村
　
廣
臣
（
故
　
有
村
キ
ク
ノ
）
神
子

平
田
ヨ
シ
子
（
故
　
平
田
　
ト
ヨ
）
虎
居

上
野
　
廣
孝
（
故
　
上
野
ミ
ユ
キ
）
二
渡

栗
山
健
一
郎
（
故
　
栗
山
　
順
子
）
白
男
川

伊
地
知
加
代
子
（
故
　
宮
脇
　
幸
藏
）
求
名

植
囿
　
弘
一
（
故
　
植
囿
　
　
昌
）
平
川

西
園
　
哲
夫
（
故
　
西
園
　
勝
行
）
神
子

南
　
　
満
代
（
故
　
南
　
　
三
郎
）
二
渡

四
位
　
キ
ミ
（
故
　
四
位
　
繁
男
）
湯
田

脇
　
　
榮
次
（
故
　
脇
　
チ
ヅ
子
）
求
名

笹
田
イ
ツ
子
（
故
　
笹
田
　
益
雄
）
鶴
田

上
別
府
次
男
（
故
　
上
別
府
サ
ヲ
）
永
野

下
境
田
美
津
代
（
故
　
下
境
田
レ
イ
）
求
名

池
田
か
よ
子
（
故
　
池
田
シ
ヅ
エ
）
佐
志

中
囿
タ
エ
子
（
故
　
中
囿
　
民
男
）
湯
田

東
條
ト
シ
子
（
故
　
東
條
　
刀
郎
）
柊
野

安
田
　
吉
文
（
故
　
安
田
　
正
治
）
神
子

外
囿
ヤ
ス
エ
（
故
　
外
囿
　
哲
實
）
船
木

德
留
賢
次
郎
（
故
　
德
留
　
　
妙
）
紫
尾

山
之
口
哲
也
（
故
　
山
之
口
ヒ
サ
エ
）
紫
尾

山
﨑
エ
ツ
子
（
故
　
山
﨑
　
　
忠
）
求
名

栗
野
　
行
男
（
故
　
栗
野
サ
チ
ヱ
）
神
子

　
　
　
　
　
匿
名
希
望
５
件

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場
（
３
件
）

・
宮
之
城
ふ
く
し
園

　
　
　
　
（
夏
祭
り
バ
ザ
ー
益
金
）

野
間
　
康
子
（
故
　
野
間
　
陽
一
）
船
木

七
搦
　
　
巧
（
故
　
七
搦
ミ
キ
エ
）
求
名

登
尾
エ
イ
子
（
故
　
登
尾
　
範
男
）
平
川

栗
野
　
市
則
（
故
　
栗
野
　
ヨ
シ
）
神
子

小
山
　
文
章
（
故
　
小
山
　
利
秋
）
姶
良
市

轟
木
　
幾
雄
（
故
　
轟
木
　
ヨ
シ
）
宮
之
城
屋
地

川
口
　
清
香
（
故
　
川
口
　
龍
雄
）
柏
原

神
原
モ
リ
子
（
故
　
神
原
　
治
道
）
中
津
川

福
島
ま
ゆ
み
（
故
　
山
口
　
敏
子
）
神
子

木
場
　
敏
典
（
故
　
木
場
　
　
守
）
柏
原

井
川
　
良
一
（
故
　
神
田
タ
マ
キ
）
白
男
川

蕨
野
　
春
行
（
故
　
蕨
野
　
辰
美
）
求
名

山
口
　
泰
代
（
故
　
山
口
ト
ミ
子
）
永
野

濱
﨑
千
惠
美
（
故
　
永
吉
　
タ
ケ
）
虎
居

花
峰
　
恵
美
（
故
　
花
峰
サ
キ
江
）
宮
之
城
屋
地

市
来
　
浩
彦
（
故
　
市

加
根
子
）
宮
之
城
屋
地

上
市
　
厚
子
（
故
　
内
　
　
タ
ミ
）
船
木

有
馬
み
ゆ
き
（
故
　
有
馬
　
勝
利
）
鶴
田

市

　
二
男
（
故
　
市
來
　
ア
キ
）
鶴
田

下
原
　
久
幸
（
故
　
下
原
フ
ク
ミ
）
中
津
川

新
田
　
武
利
（
故
　
新
田
チ
リ
子
）
永
野

坂
上
　
惣
八
（
故
　
坂
上
フ
キ
ヱ
）
求
名

吉
本
貴
美
子
（
故
　
髙
嶺
　
照
子
）
神
子

𠮷
村
磨
里
子
（
故
　
三
浦
ミ
ヨ
子
）
宮
之
城
屋
地

房
内
　
一
幸
（
故
　
房
内
　
恵
子
）
鶴
田

畑
　
克
己
（
故
　

畑
　
千
鶴
）
鶴
田

矢
野
　
幸
一
（
故
　
矢
野
　
義
明
）
宮
之
城
屋
地

原
囿
　
　
剛
（
故
　
原
囿
満
智
子
）
虎
居

新
改
　
秀
作
（
故
　
新
改
　
ヤ
ツ
）
時
吉

上
之
園
俊
一
（
故
　
上
之
園
哲
也
）
柏
原

山
田
　
浩
司
（
故
　
山
田
　
フ
ヂ
）
千
葉
県

武
田
　
良
太
（
故
　
武
田
ア
ヤ
子
）
宮
之
城
屋
地

上
村
　
良
昭
（
故
　
上
村
　
龍
子
）
久
富
木

有
川
　
正
博
（
故
　
有
川
ツ
ル
子
）
鹿
児
島
市

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
椅
子
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
　
等
）

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出

し
を
し
て
お
り
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
用
具
は
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
お
り
ま

す
が
、
車
椅
子
は
一
ヶ
月
間
だ
け
無
料
で

す
。
お
気
軽
に
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
52
〜
１
１
２
３
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